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詩

吟

雑

感
」ｍ
事
　
森

　

岳
　
覗

数
年
前
総
本
部
主
催
の
記
念
大
会
に
参
加
し
た
際

御
来
賓
の
他
流
派
の
会
長
が
式
典
の
挨
拶
の
中
で
、詩

吟
に
は
、文
学
性
、芸
術
性
、音
楽
性
、歴
史
性
、推
理
性

の
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
云
う
お
話
が
あ
っ
た
の
が

心
に
残
っ
て
い
ま
す
．．私
達
は
こ
ん
な
に
多
様
性
の
あ

る
詩

吟

を

日

々
勉

強

し

て
い
ま
す
。

漢
詩

は
、
世
界
最
高

の

詩

歌

で
あ

り
芸

術

品

で

あ

る
と

い
わ

れ

て

い
ま

す
。
現
代
詩

に
は
な

い
リ
ズ

ム
が
あ
り
、
漢
字
は

一
字

一
字

の
意
味
を
持
ち
そ
れ
が
組

み
合
わ
さ
れ
交
じ
り

あ

っ
て
詩
心

の
世
界

へ
と
入

っ
て
ゆ
き
ま
す

．平
常
心

で
無
心

で
吟
ず
る
こ
と
が
出
来
ず
、
吟
じ
終
わ
り

て
清

風
起
き
る
と
は
ゆ
き
ま
せ
ん
が
、
生
涯
学
習

の

一
端
と

し
て
詩
歌
を
学
び
豊
か
な
心

で
楽
し
く
健
康

で
お
稽

古
に
励
み
た

い
も

の
で
す
，，

さ
て
、
逗
子
地
区
で
は
毎
年
逗
了．
文
化
祭
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
各
種
催
し
物
に
市
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

が
配
ら
れ
入
場
者
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
「

昨
年

の
集
計
に
よ
り
ま
す
と
詩
吟
詩
舞

の
回
収
率
が

低
く

「若

い
人

の
参
加
が
少
な
く
、
せ

っ
か
く

の
行
事

も
年
寄
り

の
集
ま
り
に
し
か
な
ら
な

い
」
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
っ
少
年
少
女

に
も
出
吟
参
加
し
て
い
た
だ

い

て
い
ま
す

が
、
非
常

に
残
念

で
す
ｃ
広

い
ホ
ー
ル
に

一

人
で
も
多
く

の
人
に
ご
来
場
を
と
願

っ
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
監
査

の
仕
事

で
す
が
、
年

二
回

の
経
理
部
、

審
査
業
務
部
、
教
務
部

の
会
計
監
査
と
業
務
監
査
を
し

毎
月
開
催
さ
れ
て

い
る
常
任
理
事
会

に
年

二
回
出
席

し
、
人
ム
長
か
ら
は
総
本
部
、
神
静
地
区
、
相
州
岳
風
連
合

等

の
情
報
報
告
と
各
部
長
、
地
区
長

の
業
務
経
過
等
を

う
け
て
い
ま
す
。

少
な

い
予
算

の
中

で
碩
心
会

の
運
営
に
、
会
員
増
強

に
と
お
茶
も
出
な

い
会
議

で
ご
苦
労

い
た
だ
き
頭
が

さ
が
る
思

い
で
出
席
し
て
い
ま
す
。
皆
様
感
謝

い
た
し

ま
し

ょ
う
。
そ
し

て
行
事

に
は
、
な
る
べ
く
参
加

い
た

し
ま
し
ょ
う
。
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行

事

予

定

碩
心
会
皆
伝
会

日
時

。
１２
月

７

日
（十
）

開
会
１０
時

場
所

。
葉
山
港
管
理
事
務
所
３
階
会
議
室

レ
ッ
ツ
詩
吟

日
畦
『
。
１２
月
１４
日
（土
）午
後
１
時
～
２
時
３。
分

場
所

・
葉
山
町
立
図
書
館
ホ
ー
ル

碩
心
会
初
吟
会

日
時

。
２
月
２
日
（日
）

開
会
１０
時

場
所

。
葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
ホ
ー
ル

第
２
回
尚
歯
会
全
国
吟
道
大
会

日
時

。
３
月
２７
日
（木
）

場
所

。
日
本
教
育
会
館

★

平
成
２５
年
度
功
労
者
表
彰

功
労
者
の
部
　
　
　
　
森
　
　
岳

説

ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
の
部

　

加

藤

岳

美

寿
九
十
歳
の
部

　
　
　
杉

山
　
岳

雪

…

昇
値
段
位
認
許

孟
２５年１０月１こ

ゝ
に
ヽ
す

″

ヽ
さ

ス
に

δヽ
２
に
ヽ
ま
ん
ｒ

ぬヽ

，
に

ヽ
８
´
ζ
δ
２
に
ヽ
υ

少
　
年
　
３
名

Ｗ
松
浦

み
づ
き

参

四
３
　
１８０
吉

田
朋
之
進

（少
一ハ
選

‐８‐
島
袋
泰
成

参
七
選

初
　
段
　
６
名

‐９５
櫻
井
延
支
子
　
１９８
馬
場
奎
子
　
２０‐
中
島
千
津
子

２０３
野
村
京
子
　
　
２０６
井
上
裕
之
　
２‐３
小
金
井
敏
幸

亀字はなキ■■華
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一
一　
段
　
７
名

‐８６
小
俣
信
子
　
　
１９４
本
多
ミ
イ
　
ー９６
新
井
洋
子

‐９５
山
田
員
佐
子
　
１９９
伊
藤
友
子
　
２００
片
桐
泰
子

２０８
寺
山
則
子

初
　
伝
　
３
名

‐９‐
永
田
穂
泉
　
　
１９２
金
澤
正
泉
　
１９３
津
呂
知
泉

〓
一　
段
　
３
名

‐７７
吉
田
桜
泉
　
　
晰
伊
藤
洋
泉
　
１８７
山
口
青
泉

四
　
段
　
５
名

‐７５
泉
谷
鐵
泉
　
　
１７６
馬
場
香
泉
　
１７８
加
藤
典
泉

‐７９
田
嶋
明
泉
　
　
１８２
亀
井
水
泉

中
　
伝
　
２
名

朧
井
戸
田
喜
山
　
朋
神
山
功
山

平
成
２５
年
度
秋
季
審
査
会

笛
画

部

泉

谷

鐵

泉

９
月
２８
日

（ｔ
）
秋
季
審
査
会
が
葉
山
町
福
祉
文
化

会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
秋
晴
れ

の
晴
天
に
恵

ま
れ
、
私
達
竺
風
支
部
小
和
田
教
場

の
午
前

の
部
受
審

者
４
名
は
、
車
で
会
場
に
向
か

い
ま
し
た
。

私
に
と

っ
て
は
５
回
日
、
四
段
受
審
と
な
り
受
付

で

受
審
表

の
ふ
り
仮
名
記
入
漏
れ
を
繰
り
返
す
等
、
高
齢

ボ
ケ
か
と
自
分
に
緊
張
感
と
気
合
を
入
れ
直
し
て
の

受
審

で
し
た
。
冒
頭

の
青
少
年
３
名

の
迫
力
あ
る
素
晴

ら
し

い
吟

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
ｃ
発
表
前

の
控
え
椅
子

席
で
は
、
前
者

の
吟
を
聞
く
と
自
分

の
吟
が
不
安
に
感

五
　
段
　
３
名

晰
中
山
辰
山
　
　
Ｗ
村
上
遥
山
　
１５８
岩
崎
健
山

一ハ
　
段
　
４
名

‐４８
森
　
祐
山
　
　
１４９
森
　
日田
山
　
１５０
照
沼
夏
山

‐５‐
山
下
友
山

奥

伝
　
２
名

‐３５
植
草
真
風
　
　
１３６
一
戸
清
風

七
　
段
　
２
名

‐２２
田
邊
隋
風
　
　
１２３
乗
松
力
風

八
　
段
　
２
名

‐‐５
佐
藤
節
風
　
　
１１６
高
橋
陽
風

正

師

範

？

成

２５
年

９

月

２０

日

Ｃ

８４
行
谷
隆
岳

じ
、
平
常
心
に
と
腹
式
呼
吸
を
し
て
み
て
も
落
ち
着
き

ま
せ
ん
。

い
よ

い
よ
自
分

の
番
と
な
り
、
マ
イ
ク
に
向
か

い
稽

古
ど
う
り

の
動
作
と
課
題
吟
を
緊
張

の
内

に
も
無
心

に
吟
じ
、
精

一
杯

の
発
声
が
出
来
た

つ
も
り
で
す
。

終
わ

っ
た
後

は
脱
力
感
と
満
足
感

の
入
り
混
じ

っ

た
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。

午
前

の
部
終
了
講
評

で
は
、
発
声
、
音
程
、
発
音
、
詩

心

の
表
現
等
、
基
本
的
な
事

に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を

頂
き
ま
し
た
。
後
期
高
齢

の
私
に
と
り
ま
し
て
は
こ
の

様
な
受
審
や
各
種
大
会

へ
の
参
加
が
ぼ
け
防
止
と
健

康
維
持

に
繋
が
る
と
信
じ
、仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら
吟

道
に
精
進
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

年
輪
の
響
き

尚
歯
会
神
奈
川
大
会
（９
月
１７
日
）

紫
陽
花
支
部
　
中
‐

‐‐‐幽
　
辰

　

―――
［

尚
歯
会

の
何

た

る
や
も
知

ら
ず
、
先
生

に
言

わ
れ

る
ま
ま
神
奈

川
公
会
堂

に
赴

き
ま
し
た
が
、
い
つ
も

の
大
会

よ
り
高
齢

の
方
が
多

い
よ
う
だ
と
感
じ
な
が

ら
の
開
会
と
な
り
ま
し
た
Э

碩
心
会

か
ら
は
独
吟

５
題

（男
性
）
、
〈
口
吟
男
女
各

ｌ
題

の
出
吟

で
、
小
生

の
勉
強
不
足
を
除
け
ば
、
皆
さ

ん
方

の
堂

々
と
し
た
吟
詠
は
碩
心
会

の
名
を
必
ず

や

高

め
た
も

の
と
確
信

し

て

い
ま
す
。
全
部

で
Ｈ
題

の

ロ
ン
グ
ラ
ン
瑚

の
キ

ャ
バ
は
満
席
と
言
う
盛
大
な
大

会

で
あ
り
ま
し
た
。

例

に
よ
り
初
級
者

か
ら

の
吟

と
な
り
ま

し
た
が
、

独
吟

の
ト
リ
は
女
性

で
し
た
９６
才
と

の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
あ

る
と
会
場

は
ウ

ワ
ー
と
ど
よ
め
き
、
多
ヽ
の
吟

の

若

々
し
さ
、
そ

の
吟

の
説
得
力

は
聞
く
人

の
感
動
を

呼
び
、
一
一度

三
度
も

の
拍
手

の
渦
、
老
齢

パ
ワ
ー

の
活

気

で

一
気

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
尚
歯
会

の
何

た

る
や
を
納
得
し
た
思

い
で
し
た
。）

本
部
理
事
長

の
挨
拶

に

「
人
生
経
験
、
社
会
体
験
を

積

ん
で
き
た
人

の
吟

に
は
年
輪

の
響

き
」
が
あ

る
と

あ
り
ま
し
た
が
、
小
生
も

ノ

ン
ポ
リ
で
過
ご
し
た
７０

数
年

で
あ
り
ま
し
た
が
、
俺
は
ま
だ
若

い
”
吟

に
定
年

な
し

“
明
日
を
頑
張

ろ
う
と
…
…
パ
ワ
ー
を
充
電

で

き
た
良

い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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詩

吟

と

私

戻

見
支
部

大

野

祥

岳

友
人
よ
り
お
誘

い
が
あ

っ
て

「
碩
心
会
」
に
入
門
し

て
か
ら
１５
年
。
戴

い
た
許
證
も

い
つ
の
ま

に
か
１２
枚
と

な

っ
た
。

最
初
に
指
導
頂

い
た
吟
が

「
海
南
行
」
ｃ
五
線

に
音
符

の

「楽
譜
」
に
代
る

「吟
符
」
に
先
ず
戸
惑

っ
た
こ
と
を

懐
か
し
く
思

い
出
す

．^

詩
吟

の
お
蔭

で
そ
れ
迄

に
な

い
新
し

い
世
界
を
経

験
す
る
事
と
な

っ
た
。
教
場
で
は
詩
歌

の
生
ま
れ
た
実

際

の
舞
台
を
訪
ね

て
内
容

の
理
解
を

一
層
深
め
吟
力

を
磨
く
「吟
行
」
が
度

々
あ

っ
た
。

諏
訪
市
地
蔵
寺
山

の
木
村
岳
風
租
宗
範

の
基
所

に

詣

で
、
記
念
館

。生
家

で
偉
業

の
数

々
に
触
れ
る
事

の

出
来
た

こ
と
．
会
津
飯
盛
山

で
十
有
九
士

の
墓
前

で

「白
虎
隊
」
を
献
吟
し
た
と

こ
ろ

「
私
も
詩
吟
を
嗜
む
」

と
云
う
方
か
ら
声
が
掛
か
り
、
初
対
面
な
が
ら
吟
を
通

じ
て
交
歓
し
た
こ
と
等

々
。

又
、
審
査
課
題
吟

「
鎌
倉
懐
古
」
に
あ
る

「東
御
門
」

「
西
御
門
」
の
東
方
、
源
頼
朝

の
墓
所
近
く
に

「芸
州
毛

利
家
Ｌ
薩
州
島
津
家
」
の
租

の
墓

が
あ

る
が
、
両
家

が

元

々
鎌
倉

か
ら
発
し
た
事
を
知

る
に
及
び
歴
史

へ
の

興
味
も

一
味
違

っ
た
も

の
に
な
る
。
之
も
詩
吟
か
ら

の

余
禄
で
あ
る
。

加
え

て
、
腹
式
呼
吸
に
よ
り
腹
か
ら
声
を
出
す
事
を

教
え
ら
れ
、
之
は
吟
詠
に
限
ら
ず
己

の
健
康

に
も
役
立

つ
事
を
学
ん
だ
。

時

々
挫
折
し
そ
う
に
な
る
が
、
一討
吟
と

の
付
合

い
を

之
か
ら
も

一
層
大
事

に
し
て
行
き
た

い
。

若

菫

暴

音

菫

暴

音

菫

暴

音

菫

暴

新

総

伝

祝

賀

会

菌
憂

部

福

本

岳

香

こ
の
度
は
新
総
伝
祝
賀
会
を
催
し
て
頂
き
、
そ

の
席

で
色
紙
を
頂
き
私

の

一
生

の
思

い
出
と
な
り
ま
す
。

入
会
当
時
正
月

の
逗
子

の
浜

で
亡
き
松
井
先
生
他

会
員

の
方

々
と
峨
旗
を
掲
げ

て
吟
じ
た
こ
と
、
吟
行
会

で
は
木
村
岳
風
先
生

の
墓
苑
地
蔵
寺
墓
参
、
北
海
道
、

青
森
、
山
形
と
全
国
大
会
を
兼
ね

て
の
旅
行
、
宇
都
宮

先
生

が
真

澄
支
部

の
会

詩
を
作

っ
て
下
さ
り
楽

し

か

っ
た
思

い
出
が
脳
裏
を
か
す
め
ま
す
ｃ
皆
様

の
お
蔭

で
長
く
稽
古
が
続
け
ら
れ
感
謝

の
念

で

一
杯

で
ご
ざ

い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

愛

部

原

田

岳

義

平
成

２５
年

７
月
１０
日
付
、
私
原
田
岳
義
は
総
伝

の
認

許
を
受
け
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
碩
心
会

の
重

さ
を
強
く
心

に
感
じ
尚

一
層

の
努
力
を
致
す
所
存

で

す
。
　
又
総
伝
者

に
恥
ぬ
よ
う
吟
道
に
勤
め
た

い
と
思

い
ま
す
。
今
私
が
あ
る
の
も
各
会
員

の
皆
様

の
応
援
と

諸
先
輩

の
ご
指
導
を
頂
き
、
ン」
れ
よ
り
益

々
の
努
力
を

し
て
参
り
た

い
で
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

房

坂
支
部

沼

田

岳

東

こ
の
度
、
総
伝
位
を
授
与
さ
れ
素
直
に
喜
ん
で
い
ま

す
。
雅
号
も
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
私
自
身

の

生
活

・吟

の
修
練
等
に
は
、
何

の
変
化
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
毎
年

一
つ
年
号
が
増
す
事

は
避
け
ら
れ

ず
、
気
力

・体
力
が
続
く
限
り
は
と
、
声
を
出
す
練
習
は

続
け
る

つ
も
り
で
頑
張
り
ま
す
。

碩
心
会

の
皆
様
、
今
後
と
も
相
変
わ
ら
ず
、
よ
ろ
し

く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平成 25年 碩心会 新総伝者を祝う会 H251031 於 葉山港管理事務所
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真
澄
支
部
創
立
３５
周
年
を
迎
え
て

菫
婆

部

吉

原

益

風

台

風

一
過

の
朝
、爽

や
か
な
青

空
、
細

波
立

つ
七

里

ヶ
浜

の
蒼

い
海

の
も
と
に

「碩
心
会
真
澄
支
部
創
立

３５
周
年
記
念
吟

の
集

い
」
が
鎌
倉
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

於

い
て
去
る
Ю
月
３
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
客
様
は

「真
澄
支
部

の
詩

」を
作
詩
さ
れ
た
宇
都

宮
岳
徳
先
生
、
内
山
岳
青
会
長
他
諸
先
生
方
を
ご
招
待

し
て
、
村

田
岳
瀞
先
生
、
生
徒

２８
名

の
参
加

で
行
わ
れ

ま
し
た
。
〈
ム
は

「碩
心
会

の
詩
≒
真
澄
支
部

の
詩
」
を
合

吟
し
時
間
が
進
む
と
共

に
張
り
詰
め
て

い
た
緊
張
感

も
徐

々
に
と
れ
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
個

々
学
習
成
果
を

舞
と
共
に
発
表

で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
い
」
招
待
し
た
諸
先
生
方
か
ら
は
素
晴
ら
し

い
お
祝

い
の
お
言
葉
と
模
範
吟
を
吟
じ
て
い
た
だ
き

私
達
も
お
お

い
に
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
．

午
後
か
ら
は
懇
親
会
に
な
り
、
和
気
あ

い
あ

い
と
支

部
発
足
か
ら
３５
年
と
云
う
長
く
貴
重
な
年
月

の
思

い

出
に
ひ
た
り

つ
つ
、
次

の
４０
周
年
に
つ
な
ぐ
べ
く

意
気
込
み
を
覚
え
ま
し
た
。

前
を
見
つ
め
て
九
気
に

す
す
ん
で
行
こ
う

未
来
に
向
か
っ
て
（“
周
年
）

詩
吟
吟
詠
の
道
を

部
員

一
同

③①②③③

現
代

名

吟

鑑
賞

会

裂

長

磯

村

岳

朋

去
る
１１
月

１
日

（金
）
古
典

の
日
に
ふ

さ
わ
し

い
鑑
賞
会
が
、
日
本
教
育
会
館

一

ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於

い
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず

１０
名

の
名
吟
家
を
表
彰
す

る
式

典
か
ら
始

ま

っ
た
。
中
央

に
、
掛
け
軸

１

本
下
が
り

「
順
気
成
象
」
の
書
。

１０
名

の
名

吟
家
は
、
次

の
通
り
で
す
。

大
山
岳
荘

・片
島
岳
穂

・河
野
岳
景

・郡

山
岳
昌

・榊
原
岳
水

・鈴
木
岳
諄

・田
中

岳
籐

。濱
岳
優

主
口
岡
岳
東

墓
口
野
岳
黄
ｃ

（敬
称
略
）

司
会
は
、
本
部
岳
圭
理
事
長
。

第

１
部

は

「
高
山
流
水
」
の
掛

け
軸

が
右

に
下
が

り
、
第

２
部
は
、
「
永
留
長
吟
」
と
し

て
本
部
理
事
長

の

伴
吟

で
、
剣
舞
が
舞
わ
れ
た
。

長
吟

で
正
確
を
欠
く
と
司
会
者
が

「
や
り
直
し
」
の

一
言

で
、
吟
者
は
、
素
直

に
応
じ
て
。
何
度
も
や
り
直
し

が
続

い
た
が
、
最
後
は
、
立
派
な
吟

に
。
独
特

の
間
を
作

る
先
生

や
、
短
歌
あ
り
俳
詣
歌
あ
り
、
究
極

の
極

み
で

し
た
。

終
り

に
、
理
事
長

が
収
益

の

一
部
を
吟
道
会
館
建

設に充
てると
のことでした。』躊鷲腱躊ェ”【

※入会 (10月 1日 付 )

みなみ  てつし

222 三並 哲治 (渚 )

逗 it市逗子 6‐ 4‐ 9‐102

雷 046-872-2707 紹介者 原田岳義

223 結城 正吾 (渚 )

逗子市桜山 5‐ 44‐ 15

8046-873-9001 紹介者 原田岳義

224 岩田 文男 (渚 )

逗子市久木 8‐ 23‐2

8046‐ 871‐9445 紹介者 原田岳義
※入会 (11月 1日 付 )

225 鈴木  実 (渚 )

逗子市久木 3‐ 5‐ 5

8046-873-1536 紹介者 原田岳義
※退会
161畠 山武雄 (長柄)217[111「 1正治 (東伏見)

218田 回智也 (東伏見 )

※支部長変更
一色支部 角田 岳久 一 月ヽ菅 岳倖

編

集

後

記

過

日

行

つ
た

「碩

心
」
及

び

「
ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ
」
に
関
す

る

ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を

切
号

に
載
せ
ま
し
た
が
如
何

で
し
た

か
（一
」
意
見
、
ご
感
想

を
広
報
部

ま
で
お
寄
せ
下
さ

い
。

日
本
列
島
を
何
度
も
襲

っ
た

台
風
、
秋
冷
を
感
じ
る
間
も
な
く

冬
が
や

っ
て
く
る
気
配
。
健
康
に

留

意

し

詩

吟

活

動

に
励

み

ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
広
報
部

会員数

78名
120名
198名

雅日

区

区

Ⅲ
地
地
計

年

山

子

２５
葉

逗

合
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